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研究成果の概要（和文）：本研究は、操作性の異なる竹刀が剣道初心者の打突動作に及ぼす影響について検討
し、気剣体の一致した打突動作を修得することに寄与する知見を得ることを目的とした。結果として、以下のこ
とが明らかとなった。気剣体の不一致な打突を行う剣道初心者においては、①身長に対する竹刀長が短い方が打
突と踏み込みの時間差が短縮される、②竹刀の重心位置は、打突と踏み込みの時間差に影響を与えない、③打突
と踏み込みの時間差に影響を与える動作要因は個人差が大きく明らかにならなかった。これらの成果より、身長
の70％程度の竹刀を用いた方が打突動作の修得に効果的であることが示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effects of different 
manipulations of shinai on the striking movements of beginners in kendo, and obtain information that
 may contribute to the acquisition of striking movements with “Ki-Ken-Tai-no-Ichi”. The following 
results were observed: (1) the shorter the length of the shinai in relation to the height of the 
individual, the shorter was the time difference between striking and stepping; (2) the position of 
the center of gravity of the shinai did not affect the time difference between striking and 
stepping; and (3) the movement-associated factors that affect the time difference between striking 
and stepping were unclear due to differences among the movement patterns of individuals. These 
results indicate that using a shinai of approximately 70% of the individual’s height is more 
effective in mastering the striking motion.

研究分野： 剣道、トレーニング科学、スポーツバイオメカニクス

キーワード： 剣道　初心者　竹刀　操作性　打突動作　気剣体の一致　時間差

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
気剣体の一致(上肢と下肢の協調)した打突動作を修得させるために、学校現場では剣道に類似した運動を行わせ
る方法が多く用いられている。しかしながら、剣道の動作は日常生活や他のスポーツに見られない特有の運動様
式であるため、協調した動作の修得に課題を抱える生徒が多く散見される。本研究では、その課題を解決するこ
とを目的として、使用する用具(竹刀)の影響を検討した。その結果、通常の竹刀（３尺9寸）よりも竹刀長が短
い方が打突と踏み込みの時間差が減少した。本研究で得られた知見は、今後の初心者指導における気剣体の一致
した打突の修得の実践知として、用具の選択の1つの基準として活用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
剣道における有効打突の要素・要件として重要な「気（発声）剣（打突）体（踏み込み）の一

致した打突動作」は、初心者が修得することは難しい学習課題であるとの報告が数多くみられる。
有田ら（2012）は、送り足による打突（基本的な動作）において竹刀操作と下肢動作の協調が習
得されている学習者の場合においても、踏み込み足を用いた打突（実践的な動作）へ応用するこ
とは難しい学習課題であると述べている。初心者と熟練者の打突動作の特徴では、前者は踏み込
み後に打突を行うのに対し、後者は打突後に踏み込みを行うなど踏み込み足の着床と打突の位
相のずれ（タイミングの違い、図 1）を報告している（竹中ら 2015）。このことは、学習の初期
段階で行われる素振りや送り足での打突動作が、攻防の展開を楽しむ際に用いる実践的な打突
動作（踏み切り足・踏み込み足での打突）と異なる運動様式であることが一因と考えられる。こ
の結果を受け、初期段階から踏み込み足での打突を導入した指導方法（組替型）が検討されたが、
踏み込みと打突の時間差は短縮されたものの、熟練者のような運動様式には至っていない（竹中
ら 2016）。このことは、剣道の打突動作が日常生活や他のスポーツにはない特有の運動様式で
あることが一因であろうし、運動の学習時にしばしば見られる負の転移現象（前に学習したもの
が新たな学習を妨害すること）の影響も考えられる。 
他方、剣道初心者は、熟練者以上に竹刀を操作することによる影響を身体に受けるだろうし、

基本的な打突動作（大きくゆっくりな動作）よりも実践的な打突動作（短時間の素早い動作）の
ほうが、より影響を受けるだろう。本研究者は、剣道熟練者を対象に同じ重量の竹刀で長さのみ
を短くすることによって、有意に打突時間が短縮されることを報告した（椿ら 2018）。このこと
は、日々稽古に励んでいる剣道熟練者におい
ても、竹刀の長さが打突動作時の身体の各関
節に何らかの影響を及ぼすことを支持する
ものであり、初心者においてはより大きな影
響を与える可能性が考えられる。以上のこと
から、初心者が気剣体の一致した打突を修得
する課題を解決するためには、これまでの指
導方法や指導手順の検討による研究アプロ
ーチだけでなく、使用する用具（竹刀）の影
響を明らかにし、学習に適切な用具が使用さ
れているかを検討する必要があると思われ
る。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、操作性の異なる竹刀が剣道初心者の打突動作に及ぼす影響について打突と踏み込

みの時間差から検討し、気剣体の一致した打突を修得することに寄与する知見を得ることを目
的とし、以下の 3点について検討を行った。 
 

 ①異なる長さの竹刀が剣道初心者の打突動作時の気剣体の一致に及ぼす影響 
 ②異なる重心位置の竹刀が剣道初心者の打突動作時の気剣体の一致に及ぼす影響 
 ③①及び②の結果を踏まえて、操作性の異なる竹刀が剣道初心者の打突動作に及ぼす影響 
 
 
３．研究の方法 
実験１：異なる長さの竹刀が打突動作時の気剣体の一致に及ぼす影響 
対象者は、剣道経験のない女子大学生 10 名（年齢：20.7±0.5 歳、身長：156.3±5.9cm）とし

た。測定は、各対象者における任意の一足一刀の間合いに打突対象物を置き（図２）、対象者の
任意のタイミングで最大努力での実践的な面打突を実施させた。その際、マットスイッチとテー
プスイッチを用いて作製した入力スイッチ押下時間差計測装置：デジタイマー（オジデン社製）
を用いて、打突動作時の打突と踏み込みの時間差を 1/1000 秒で計測した。測定には、全日本剣
道連盟が大学生女子・一般女子用の竹刀とし
て定めている長さ 120cm以下、重さ 440g以上
の竹刀を用いた。本研究では、①3 尺 9 寸
(120cm)の長さを基準として段階的に 1 寸
（3cm）ずつ短くし、②3尺 8寸、③3尺 7 寸
の３条件の長さの竹刀を用いた。いずれの竹
刀も重量（450g）、柄の長さ（竹刀の握り幅）
は同じになるように調節し、測定時は対象者
毎に使用する竹刀の順番をランダムで行っ
た。また、測定は各条件で十分に練習を行い、
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図1．初心者と熟練者の打突動作様式の違い
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図2．実験風景



 

 

それぞれ 5 回成功試技が出るまで実施した。計測した値は、時間差の最大値と最小値を除いた 3
試技を各対象者の分析対象とした。本研究では、各対象者の身長と竹刀の長さによる相対値と打
突動作時の踏み込みと打突の時間差の関係を検討し、気剣体の一致した打突 (打突と右足の着
床の時間差が少ない)の修得に効果的な竹刀の特徴を検討した。 
 
 
実験２：異なる重心位置の竹刀が打突動作時の気剣体の一致に及ぼす影響 
対象者は、剣道経験のない女子大学生 8 名（年齢：20.7±0.5 歳、身長：161.9±4.7cm、上肢

長：71.1±3.7cm）とした。測定は、実験１と同様の方法で実施した。測定に用いた竹刀の長さ
は、実験１と同様に 3 尺 9寸、3 尺 8寸、3 尺 7寸の３条件の竹刀を用いた。本研究では、竹刀
の重心位置の影響を検討するため、柄頭、竹刀の重心位置、剣先の３ヵ所に同じ重量（30g）を
貼付し（図３）、長さ（３条件）×重心位置（３
条件）の計９条件で測定を行った。測定は対
象者毎に使用する竹刀の順番をランダムで行
った。また、測定は各条件で十分に練習を行
い、それぞれ 5 回成功試技が出るまで実施し
た。計測した値は、各対象者の身長、上肢長
と竹刀の長さによる相対値と踏み込みと打突
の時間差の関係を検討し、気剣体の一致した
打突 (打突と右足の着床の時間差が少ない)
の修得に効果的な竹刀の特徴を検討した。 
 
 
実験３：実験１及び２の結果を踏まえて、操作性の異なる竹刀が打突動作に及ぼす影響 
対象者は、剣道未経験の女子大学生 20名（年齢：20.2±0.6 歳、身長：163.4±6.4cm、上肢長：
72.8±3.7cm）とした。実験１及び２で得られた知見を基に、３種類の長さの竹刀を用いて打突
動作時の時間差（打突と踏み込み）を検討した。また、打突動作の安定性を検討するため、実験
３では変動誤差(VE)を検討した。変動誤差は、値が大きいほど試技毎の打突と踏み込みの時間差
にばらつきがあることを示し、小さいほど安定した打突動作が行えていることを意味するもの
である。 
また、実験１〜実験３で得られた知見から、3 尺７寸の竹刀条件と３尺 9 寸の竹刀条件での打

突動作に関しては、モーションキャプチャシステムMiqus M1(Qualisys 社製)を用いて 240Hzで
撮影を行って得られたデータをもとに動作の比較分析を行った。測定条件は、実験 1と同様に各
対象者における任意の一足一刀の間合いに打突対象物を置き、対象者の任意のタイミングで最
大努力での実践的な面打突を実施させた。測定は、各条件 10 回成功試技が出るまで行わせ、竹
刀角度、左右上肢関節（肩関節、肘関節、手関節）、左右下肢関節（股関節、膝関節、足関節）、
体幹部の傾斜角度、重心合成速度を算出し、気剣体の一致した打突へ影響を及ぼす要因を検討し
た。 
 
４．研究成果 
 
実験１：異なる長さの竹刀が打突動作時の気剣体の一致に及ぼす影響 
 実験１では、異なる長さの竹刀が剣道初心者の打突動作時の打突と踏み込みの時間差にどの
ような影響があるか検討を行った結果、図 4のように竹刀の長さと時間差（打突と踏み込み）に
おいては有意な差は認められなかった。しかしながら、身長に対する竹刀の長さと時間差の関係
を検討したところ、身長に対して竹刀が短い方が時間差が短縮し、熟練者のような打突と踏み込
みのタイミングに近づいた。 
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図3．重心位置の異なる竹刀
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図4．竹刀長と時間差（打突と踏み込み）の関係
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実験２：異なる重心位置の竹刀が打突動作時の気剣体の一致に及ぼす影響 
 実験２では、異なる重心位置の竹刀が打突と踏込みの時間差に及ぼす影響を検討するため、３
種類の長さの竹刀の剣先、竹刀重心点、柄革に重りを貼付して検討を行った。その結果、図６の
ように、重りの貼付位置による時間差への影響は、剣先に重りを貼付した３尺 7寸の竹刀条件と
３尺 8寸の竹刀条件のみであり、重りを貼付することによる重心位置の変化は、打突と踏み込み
の時間差にあまり影響を与えなかった。しかしながら、剣先に重りを貼付した条件では、３尺 7
寸の竹刀が、３尺 8寸の竹刀、３尺 9寸の竹刀と比較して、有意に打突と踏み込みの時間差が増
加した。また、３種類の竹刀長の重心点に重りを貼付した条件は、有意な差は認められないもの
の他の条件よりも打突と踏み込みの時間差が少なかった。この結果から、剣先や柄革に重りを貼
付した条件は、基の竹刀の重心位置が変化し、操作しにくくなった可能性が考えられた。 
 また、実験１と同様に身長や上肢長に対する重心位置と時間差（打突と踏み込み）を検討した
ところ、図７のようにどちらも無相関であり両者に関係性は認められなかった。 

 
 
実験３：実験１及び２の結果を踏まえて、操作性の異なる竹刀が打突動作に及ぼす影響 
 実験３では、実験１と実験 2の結果をもとに、異なる竹刀の長さが剣道初心者の面打突時の打
突動作に及ぼす影響を検討した。実験２において、竹刀の重心位置は時間差に影響を与えないこ
とから、実験１と同様の測定条件で実験を行った。また、身長や上肢長に対する竹刀の長さが７
０％よりも短い条件を検討するため、身長が高い対象者を数名入れて実験を行った。 
その結果、図 8 のように実験１と同様に身長

や上肢長に対する竹刀長が短い方が打突と踏
み込みの時間差が短い結果が得られた。変動誤
差(VE)においては、長い竹刀の方が変動誤差が
大きくなるものの短い竹刀との有意な差は認
められず、打突動作の安定性（打突と踏み込み
のタイミングの差）には竹刀の長さの影響は認
められなかった。また、動作分析においても、
対象者の打突動作の個人差が大きく、気剣体の
一致に寄与する打突動作の要因は明らかにす
ることはできなかった（図 10）。 
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図6．重心位置の異なる竹刀と時間差の関係

重りの貼付位置

竹刀長（3）×重心位置（3）の対応のある２要因分散分析
竹刀長×重心位置の交互作用が有意であった（F(4,28)= 4.68, p< 0.01）

単純主効果の検定

剣先において（F(2,14)= 6.65, p< 0.01）， 38，39よりも37の方が有意に時間差が大きい
37において（F(2,14)= 4.97, p< 0.05），竹刀重心点よりも剣先の方が有意に時間差が大きい
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図8．竹刀長/身長・上肢長と時間差の関係

y = 542.96x - 304.85
r = 0.277
p<0.0001

-200

-100

0

100

200

300

400

0.6 0.7 0.8

y = 256.1x - 328.92
r = 0.334
p<0.0001

-200

-100

0

100

200

300

400

1.4 1.6 1.8

変
動
誤
差
（
VE
）

竹刀の長さ

n.s.

図9．竹刀長と変動誤差の関係
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図10．左下肢の関節角度の変化
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まとめ 

 以上の結果より、気剣体の不一致な打突を行う剣道初心者においては、①身長に対する竹

刀長が短い方が打突と踏み込みの時間差が短縮される、②竹刀の重心位置は、打突と踏み込

みの時間差に影響を与えない、③打突と踏み込みの時間差に影響を与える動作要因は個人

差が大きく明らかにならなかった。 
 今後の課題として、打突動作のパターンが複数見られたため、パターン毎に分けて検討を行い

気剣体の一致に影響を与える要因を明らかにする必要がある。また、初心者においても、熟練者

のような気剣体の一致した打突動作を行える対象者が見られた。その対象者との違いを検討す

ることで、初心者でも打突と踏み込みのタイミングが一致した打突が行える動作要因を明らか

にする必要がある。 
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